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4．　支出階層別にみた食生活

（1）．支出階層（1人1か月当たり現金支出額）別に栄養素等摂取量をみると表5のとおりであり，平均

栄養所要量に対する比率でみると概して支出の額が多くなるほど比率が高くなる傾向がみられる（図

3）。

（2）食品群別摂取量をみると，米類は，支出の額が多くなるほど少なく，逆に小麦類は多くなる傾向が

みられる。なお，又，砂糖類，油脂類，果実類，卵類，乳・乳製品は概して支出の額が多くなるほ

ど，多くなる傾向がみられる（表6）。
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表6

　　ビタミンC　ビタミンB1　たん白質　鉄　熱量

ビタミンA　ビタミンB2　カルシウム

　1人1ヵ月当たりの現金支出額

支出階層別食品群別摂取量（金額は1人1か月当たり現金支出額）　　1人1日当たり　単位：g

米類

穀類 小麦類

大麦・雑穀

いも類

砂糖類

菓子類

油脂類

豆類

果実類

緑黄色野菜

その他の野菜・茸類

海草類

調味嗜好飲料

魚介類

動物性食品　肉類

卵類

乳・乳製品


